
Japan Welding Society

NII-Electronic Library Service

Japan 　Welding 　Sooiety

130 　　　 HT590 鋼材 を用 い た溶接継手の 疲労特性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 清水建設 （株）　○堀 江 　竜巳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 川崎製鉄 （株）　　 中野　善文

　　Fatigue　Properties　of 　Welded 　Joints　with 　HT590 　Steel

　　　 by　HOR 田 Tatsumi　and 　NAKANO 　Yoshifumi

　 キ ーワ
ー ド ：建 築鉄骨 ， 溶 接継手，疲労，HT590 鋼 材

Keywords ； Steel　Building，　Welded 　Joint
，　Fatigue，　HT590 　Steel

1 ． は じめ に

　建築鋼 構造物 が 高層化 にす る に伴 い ，地震荷重 よ りも風 荷重 が卓越 す る よ うに な り，また

建 築物 の 耐用 期間も長 くな るため ，風 荷 重に対す る鋼構造部 材 の 累積疲労損傷が 問題 とな る 。

　本報で は，建 築分 野で 使 用 され る 溶接継 手の 中で HT590 鋼材 を使用 した 突合せ 溶接 継手 を

モ デ ル 化 して 行 っ た疲労実験 の 結 果 に つ い て 述 べ る 。

2 ．実験方 法

　試験 片 は ，図 1 に示す よ うに 高サ イク ル 用 と低サ イ ク ル 用の 2 タ イプ を設 けた 。 高サ イク

ル 用試験 片 は溶接部以 外 に応力 集 中 しな い よ うに肩部の 半 径 を緩や か に し，低サ イ ク ル 用試

験片 に は座屈 を防止す る た め の リブ を設け た 。 溶接部 は 図 2 に示す よ うに ， 裏 当て 金 を使用

した レ形 開先 と した 。 使用鋼 材 の 機 械 的性質お よ び溶接 条件 を それ ぞ れ 表 L 表 2 に 示 す 。 実

験パ ラ メ ータは 表 3 に示 す よ うに ， 裏当て 金 の 仮付け溶接の 有無お よ び歪振 幅 で ある 。

　載 荷 は ，油圧 サ
ーボ方式 疲労 試験機に よ り平均 応力零 の 荷重 制御 お よび平 均歪零 の 軸歪制

御 に よ る
一

定振 幅 の 繰返 し加力 と した 。 荷重制御 は ，ロ
ー ドセ ル の 出力 よ り行 い ，軸歪 の 制
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御 は試験片平行部の 側 面に 取付 けた歪計の 出 力に よ り行 っ た 。 両振 り歪振幅 ± 0，1％ まで は 荷

重制御 と し，こ れ を超 える振幅 に つ い て は 軸歪制御 と した 。

3 ．実験結果

　表 4 に実験結果 を，図 3 に 全歪 範囲 △ ε と破 断繰 返 し数 N
、
．の 関係 を示 す 。 こ こ で い う全 歪

範囲 は
， 溶接 部 を含 む 50mm を標点間 と した軸歪 を使 用 して い る。 また

，
塑性域で の 繰返 し

加力 を行 っ た 場 合 ， 試験 IZは弾 まで の 繰返 し数は捉 えに くい の で
， 荷 重 が 50％ 低下 した時点

の 繰返 し数 と した 。 図中 に は ， 日本鋼構造協会の 強度 等級 F の 疲労設 計曲線
1）も示 した 。

　全試験片 と も
， 強度 等級 F の 疲 労設計 曲線 を満足 し て い る 。 △ ε ＝ 0．02％ の 試験 片 に つ い て

は
， N

，

＝2 × 10
．T
同 まで 疲労亀裂 は 発生 しなか っ た の で ，こ の 繰 返 し数で実験 を終了 した 。 こ

の 図 か ら △ ε ； 0．2％ を超 える 塑性 域で の 疲 労デ
ー

タに つ い て は
，
ほ ぼ 弾性域 で の 疲 労 デ

ー
タ

の 延長線上 に位置 し て い る 。

　裏 当て 金 の 仮付け溶接 は
， 本溶 接 と同様 に 炭酸 ガ ス ア

ー
ク 半自動溶接 に よ っ て 行わ れた 。

全歪 範囲O．・1・9eに お い て ，裏当て 金 の 仮付 け溶接の 無い 試験 片 は 仮付 け溶接 の 有る試 験 片 に 比

べ て 3 倍以 上 の 破断繰 返 し数 と な っ た 。 全歪 範囲が 0．4Cle以 上 で は裏当て 金の 仮付
．
け溶接 の 有

無 に よ る破 断繰返 し数 の 明確な差 は 見 られ な か っ た 。

　図 4 に破断後の 亀裂性 状 を示 す 。 裏 当て 金の 仮付 け溶接の 有 る BH シ リ
ーズ は仮 付 け溶接

の 止 端部 か ら亀裂 が 発生 し，裏当て金 の 仮付 け溶接 の 無 い CH シ リーズ は 1 体 を除 き裏当て

金の 切欠 き とな っ て い る部 分 か ら亀 裂が 発生 し破 断 した 。

4 ． まとめ

　HT590 鋼 材 を使 用 した突 合せ 溶接継手

の 疲 労特 性 を把握 す る た め に疲労実験 を

行 い ，弾 塑性 域 に お け る疲 労デ
ー

タ を得

る こ とが で きた 。
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表 4　実験結果
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　　　図 3　全歪範囲一破断繰返 し数関係
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　　　 図 4　亀裂発生位置 と破断性状
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